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C O N T E N T S も く じ

　

こ
ん
に
ち
は
市
長
の
塗
木
で
す
。

　

新
緑
の
季
節
と
な
り
、
南
九
州
市
の
畑

や
ハ
ウ
ス
で
も
作
物
が
元
気
に
育
つ
様
子

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

3
月
31
日
に
市
の
頴
娃
農
業
開
発
研
修

セ
ン
タ
ー
を
卒
業
し
、
新
規
就
農
者
と
し

て
オ
ク
ラ
の
栽
培
を
始
め
た
宮
内
憲
吾
さ

ん
の
畑
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
宮
内
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
に
入
る
と
、
鮮

や
か
な
緑
色
が
一
面
に
広
が
り
、
研
修
で

学
ん
だ
技
術
を
生
か
し
て
丁
寧
に
育
て
て

い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

オ
ク
ラ
は
成
長
が
早
く
、
毎
日
の
管
理

が
収
穫
の
質
に
直
結
す
る
作
物
で
す
。
ま

だ
手
探
り
の
段
階
な
が
ら
も
一
つ
ひ
と
つ

の
作
業
を
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む
姿
を

見
て
、
大
変
感
心
し
ま
し
た
。
そ
の
熱
意

や
真
剣
な
眼
差
し
か
ら
は
、
農
業
に
対
す

る
情
熱
と
未
来
へ
の
希
望
が
ひ
し
ひ
し
と

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

オ
ク
ラ
は
5
月
か
ら
夏
に
か
け
て
旬
を

迎
え
ま
す
。
サ
ラ
ダ
や
和
え
物
、
天
ぷ
ら

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
使
え
る
ほ
か
、

栄
養
価
も
高
く
、
食
卓
に
彩
り
を
添
え
て

く
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
旬
の
オ

ク
ラ
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

食
卓
を
通
し
て
、
地
元
農
産
物
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

南
九
州
市
で
は
、
農
業
後
継
者
不
足
の

課
題
解
決
に
向
け
、
若
い
世
代
の
農
業
参

入
を
応
援
す
る
た
め
、
ハ
ウ
ス
栽
培
や
研

修
制
度
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
皆
さ
ん
が
こ
う
し
て
実
際

に
畑
で
汗
を
流
し
、
収
穫
の
喜
び
を
感
じ

る
姿
を
見
る
た
び
に
、
本
市
農
業
の
未
来

に
明
る
い
兆
し
を
感
じ
ま
す
。
地
域
の
農

業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
温
か
く
見
守
っ
て
お

り
、
共
に
成
長
し
て
い
く
環
境
が
整
い
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
農
業
を
志
す
若
者
や
地
域
の
農

家
の
皆
さ
ん
を
支
え
、
南
九
州
市
の
農
業

が
よ
り
元
気
に
発
展
す
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
旬
の
農
産
物
に
触
れ
な
が

ら
、
地
域
の
農
業
を
応
援
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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市の人口 対前月比

人口 30,502 人 53

・男 14,559 人 80

・女 15,943 人 － 27

世帯 16,122 世帯 89

◎人口と世帯数 � 令和８年 4 月 30 日現在

◎今月の表紙
大谷川の鯉のぼり
　今月の表紙は、大丸地区にある大谷川上
空を、初夏の風を受けて泳いでいる鯉のぼ
りを撮影したものです。青空と川のせせら
ぎ、20 匹の鯉のぼりの色鮮やかな姿は、訪
れる人々の目を楽しませ、地域に季節の訪
れを届けています。
　子どもたちの健やかな成長への願いを乗
せた、この時期ならではの風景です。
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丹精込めた香りと味わい　
知覧茶の収穫が始まる
　新緑の葉が青々と輝くこの季節、４月に入り、令和８年産の知覧茶が収穫の時期を迎えました。今年も茶畑に芽
吹いた新茶が元気に育ち、皆さまのお手元に届く日を楽しみにしています。穏やかな気候と、農家の皆さまのこれ
までの努力が調和し、香り豊かな仕上がりとなっています。

　4月に迎える知覧茶の新茶。穏やかな気温と適度な雨
が茶葉の成長にぴったりの条件を提供し、農家の皆さま
が丹精込めて育てた茶葉は、今年もふんわりとした爽や
かな香りとまろやかな味わいで素晴らしい仕上がりと
なっています。
　農家の皆さまは、この時期に向けて約1年かけて準備
を重ねてきました。冬の寒さが終わると、夜も惜しまず
霜対策を施し、摘み取り前には「バロン」と呼ばれる遮
光シートで茶園を覆うなど、品質向上に向けて手間ひま
かけて新茶の生産に取り組んでいます。
　お茶の収穫は、新芽の摘み取り位置をミリ単位で調整
しながら行われます。その後、摘み取った茶葉を加工し
ます。
　加工の際は、各工程で茶葉の状態をこまめに確認し、
新茶ならではの爽やかな香りを閉じ込めるために、手間
を惜しみません。このような細やかな努力があってこそ、
知覧茶は高品質な味わいを保つことができるのです。

　知覧茶の味わいは、ただおいしいだけではありません。
一杯のお茶を飲むと、心がふっとリラックスし、優しい
力を感じることができます。忙しい日常の中で、ちょっ
とした休息を与えてくれる、旬の新茶をぜひご賞味くだ
さい。

「旬」

「生活に潤いと心のゆとりを」

全国茶品評会に向けた摘採の様子
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特集

　

令
和
８
年
４
月
か
ら
、
文
化
財
課
と
知
覧
特

攻
平
和
会
館
の
部
署
が
統
合
さ
れ
、
歴
史
文
化

財
課
と
な
り
ま
し
た
。
歴
史
文
化
財
課
で
は
、

地
震
や
台
風
、
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
文
化
財

を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
地
域
住
民

や
専
門
家
と
連
携
し
な
が
ら
、
災
害
復
旧
や
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

文
化
財
と
防
災 

〜
歴
史
文
化
財
課
の
取
り
組
み
～

令和６年８月、台風による倒壊被害を受けた平山邸腕木門（左下は修理後）

4広報 　令和 8 年 5 月号



１
．
文
化
財
を
守
る　

　

文
化
財
は
、
地
域
の
誇
り
で
あ
り
、
次

世
代
へ
引
き
継
が
れ
る
べ
き
重
要
な
財
産

で
す
。
本
市
で
は
、
中
世
山
城
や
武
家
屋

敷
群
、
戦
争
遺
跡
な
ど
が
文
化
財
と
し
て

保
存
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
的

存
在
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
観
光
地
と
し

て
も
地
域
経
済
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
文
化
財
は
自
然
災

害
に
非
常
に
脆
弱
で
す
。
地
震
、
台
風
、

豪
雨
な
ど
は
、
私
た
ち
の
身
近
な
問
題
で

あ
り
、
文
化
財
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
文
化
財
を
守
る
た

め
に
は
、
地
域
全
体
で
防
災
対
策
を
強
化

し
、
災
害
発
生
時
に
は
迅
速
な
対
応
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

２
．�

文
化
財
保
護
法
制
定
の�

き
っ
か
け　

　

文
化
財
を
守
る
こ
と
は
、「
文
化
財
保

護
法
」
に
基
づ
い

て
い
ま
す
。
こ
の

法
律
は
、
昭
和
24

（
１
９
４
９
）
年

に
、
世
界
最
古
の

木
造
建
築
と
さ
れ
る
法
隆
寺
金
堂
が
火
災

に
よ
り
、
壁
画
が
焼
失
し
た
こ
と
を
受
け

て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
や
戦
後
の
社
会
的
・
経
済
的
混

乱
に
よ
り
多
く
の
文
化
財
が
荒
廃
し
て
い

た
時
期
で
し
た
が
、
こ
の
火
災
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
日
本
の
文
化
財
が
失
わ
れ
な

い
よ
う
に
と
い
う
法
的
な
枠
組
み
が
強
化

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３
．�

本
市
に
お
け
る
災
害
復
旧

と
防
災　

　

■
地
震

　

地
震
災
害
と
い
え
ば
、
平
成
７
（
１
９

９
５
）
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
や
平
成
23

（
２
０
１
１
）
年
の
東
日
本
大
震
災
の
ほ

か
、
令
和
６
年
の
能
登
半
島
地
震
が
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
28
（
２
０

１
６
）
年
の
熊
本
地
震
で
建
物
や
石
垣
が

倒
壊
・
破
損
し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

熊
本
城
は
、
現
在
、
熊
本
市
に
よ
り
歴
史

的
資
料
に
基
づ
い
て
復
旧
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
い
つ
地
震
が
発
生

す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
県
指
定
史
跡
の

清
水
磨
崖
仏
は
、
万
之
瀬
川
右
岸
の
約

２
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
高
さ
約
20

メ
ー
ト
ル
の
壁
面
に
五
輪
塔
や
宝
篋
印
塔

な
ど
が
刻
ま
れ
た
遺
跡
で
す
。
そ
の
中
で

も
大
五
輪
塔
は
６
度
ほ
ど
傾
斜
し
て
お

り
、
震
度
５
の
地
震
で
倒
壊
す
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平

成
25
年
度
か
ら
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る

定
点
測
量
に
よ
れ
ば
、
平
成
29
年
７
月
に

最
大
震
度
５
を
観
測
し
た
喜
入
沖
地
震
の

際
、
数
ミ
リ
程
度
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
安
定
し

て
い
る
状
況
で
す
。
市
歴
史
文
化
財
課
で

は
、
大
五
輪
塔
や
柱
状
節
理
の
傾
斜
を
固

定
さ
せ
る
工
法
を
検
討
し
て
い
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
シ
ラ
ス
が
固
ま
っ
た
溶

結
凝
灰
岩
で
あ
る
こ
の
壁
面
に
対
し
ア
ン

カ
ー
を
打
つ
工
法
は
、
亀
裂
に
よ
り
破
損

す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
行
う
べ
き
で
な
い

と
の
専
門
家
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
土
木

的
工
事
は
行
わ
ず
、
今
後
も
経
過
観
察
を

続
け
て
い
く
方
針
で
す
。

文化財愛護
シンボルマーク

清水磨崖仏の大五輪塔
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■
台
風

　

毎
年
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
発
生
す
る

台
風
に
よ
る
被
害
は
、
文
化
財
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
昨
年
８
月
、
県
本

土
を
横
断
し
た
台
風
第
12
号
に
よ
る
大
雨

の
影
響
で
、
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
上
山
田
太
鼓
踊
り
の
道
具

を
保
管
し
て
い
た
公
民
館
が
床
下
浸
水
す

る
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
濡
れ
た
太
鼓
の

革
や
衣
装
な
ど
は
、
地
域
住
民
の
方
々
に

よ
り
救
出
さ
れ
、
今
年
10
月
に
竹
屋
神
社

で
奉
納
さ
れ
る
踊
り
に
向
け
て
、
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
８
月
の
台
風
第
10
号
に
よ

り
、
知
覧
武
家
屋
敷
群
内
の
名
勝
庭
園

を
有
す
る
平
山
克
己
邸
の
腕
木
門
が
倒
壊

す
る
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
災
害
復
旧

に
あ
た
っ
て
は
、
建
築
史
の
専
門
家
を
交

え
た
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
保
存
審

議
会
に
よ
る
検
討
を
経
て
修
理
が
進
め
ら

れ
、
今
年
１
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
市
内
の
史
跡
や
有
形

文
化
財
に
お
い
て
毎
年
の
よ
う
に
倒
木
や

倒
壊
な
ど
の
台
風
被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
災
害
復
旧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

■
豪
雨

　

国
指
定
史
跡
で
あ
る
知
覧
城
跡
で
は
、

令
和
３
年
８
月
に
発
生
し
た
豪
雨
に
よ

り
、
本
丸
南
側
斜
面
が
崩
落
し
、
空
堀
に

大
量
の
土
砂
や
樹
木
が
流
出
す
る
被
害
が

起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
令
和
４

年
度
に
養
生
工
事
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

災
害
復
旧
検
討
委
員
会
を
経
て
、
令
和
５

年
度
に
復
旧
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

斜
面
の
崩
落
は
、
曲
輪
上
に
た
ま
っ
た
雨

水
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

九
州
南
部
の
中
世
山
城
は
、
シ
ラ
ス
台

地
の
縁
辺
部
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
20
～
30
メ
ー
ト
ル
の
深
い
空
堀
が
特

徴
で
す
。
そ
の
た
め
、
曲
輪
の
斜
面
は
土

砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
い
危
険
性
を
は

ら
ん
で
い
ま
す
。
地
質
学
の
専
門
家
に
よ

る
と
、
シ
ラ
ス
急
崖
は
崩
落
後
に
直
線
的

に
切
り
立
っ
た
状
態
が
最
も
安
定
し
て
お

り
、
１
０
０
年
単
位
で
崩
落
を
繰
り
返
し

て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
０
０
年
前

の
戦
国
時
代
の
人
々
は
、
こ
の
地
形
を
巧

み
に
利
用
し
て
軍
事
拠
点
を
築
く
と
と
も

に
、
生
活
の
場
と
し
て
も
利
用
し
て
い
ま

し
た
。
近
年
、
鹿
児
島
県
や
宮
崎
県
の
中

世
山
城
の
発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
深
さ

２
～
３
メ
ー
ト
ル
の
穴
は
、
曲
輪
上
の
雨

水
の
排
水
を
目
的
に
作
ら
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

■
火
災

　

火
災
も
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
沖
縄
県
で
は
、
令
和
元
年
10
月
に

首
里
城
正
殿
が
原
因
不
明
の
火
災
に
よ
り

焼
失
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
過
去
に
大
規
模
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
国
の
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
い

上山田の太鼓踊り（令和４年 10 月）上山田の太鼓踊り（令和４年 10 月）

台風による平山克己邸の腕木門倒壊被害（令和６年８月）台風による平山克己邸の腕木門倒壊被害（令和６年８月）

島津墓地における豪雨による倒木被害（令和 5 年 5 月）島津墓地における豪雨による倒木被害（令和 5 年 5 月）

知覧城跡における豪雨災害（令和３年８月）知覧城跡における豪雨災害（令和３年８月）
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る
知
覧
武
家
屋
敷
群
に
は
、
実
は
江
戸
時

代
の
建
物
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
９
月
に
発
生
し

た
大
火
に
よ
り
、
上
郡
・
中
郡
一
帯
の
86

戸
が
焼
失
し
て
い
ま
す
。
当
時
、
ほ
と
ん

ど
の
家
が
茅
葺
屋
根
で
あ
っ
た
こ
と
に
加

え
、
折
か
ら
の
東
風
に
よ
り
火
が
広
が
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

知
覧
武
家
屋
敷
群
で
は
現
在
、
消
防
署

が
管
轄
す
る
消
防
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の

ほ
か
に
、
初
期
消
火
を
目
的
と
し
て
、
旧

高
城
家
住
宅
や
知
覧
型
二
ツ
家
民
家
、
名

勝
庭
園
な
ど
に
も
消
火
栓
と
ホ
ー
ス
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

法
隆
寺
金
堂
の
火
災
が
発
生
し
た
１
月

26
日
は
、「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
全
国
一
斉
に
防
火
訓
練
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
令
和
８

年
１
月
25
日
に
知
覧
武
家
屋
敷
群
で
実
施

し
ま
し
た
。
消
防
署
、
消
防
団
（
知
覧
・

手
蓑
・
永
里
分
団
）
と
地
域
住
民
の
方
々

の
協
力
の
も
と
、
文
化
財
施
設
内
に
設
置

さ
れ
て
い
る
消
火
栓
に
消
防
ホ
ー
ス
を
接

続
し
、
使
用
の
可
否
や
劣
化
状
況
を
確
認

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
旧
高
城
家
住
宅
に

お
い
て
、
消
防
団
に
よ
る
放
水
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
旧
高
城
家
住
宅
と
知
覧
型
二
ツ

家
民
家
は
、
茅
葺
屋
根
で
あ
る
た
め
、
保

存
の
た
め
に
、
囲
炉
裏
で
火
を
焚
き
煙
で

い
ぶ
す
燻
煙
作
業
を
定
期
的
に
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
よ

う
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
行
っ
て

い
ま
す
。

４
．
心
の
復
興　

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
最
優

先
す
べ
き
は
人
命
救
助
・
安
全
確
保
で
あ

り
、
次
い
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
や
避

難
所
・
医
療
機
関
の
機
能
維
持
を
図
り
、

そ
し
て
経
済
・
産
業
活
動
を
再
開
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
復
興
へ
の
道
の
り
で
す
。

　

過
去
の
大
規
模
災
害
で
は
、
被
災
地
に

お
い
て
地
域
住
民
の
誇
り
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
再
生
し
、心
の
拠
り
所
と
な
る「
心

の
復
興
」
に
、
文
化
財
が
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
文
化

庁
・
復
興
庁
Ｈ
Ｐ
）。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
地
域
の
未
来
を
守

る
た
め
に
、
市
役
所
関
係
部
局
・
消
防
署
・

消
防
団
・
地
域
の
方
々
と
一
体
と
な
っ
て
、

今
後
も
防
災
へ
の
意
識
を
高
め
る
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

災
害
時
に
限
ら
ず
、
地
域
の
文
化
財

に
つ
い
て
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
歴
史
文
化
財
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

文化財防火デーにおける消防設備点検（令和８年１月）
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　４月７日、南九州市に新たに赴任した46人の教職員が参
加し、知覧文化会館で転入教職員服務宣誓式が行われました。
式では、転入教職員を代表して頴娃中学校の土岐校長が、「『平
和を愛する心』や『郷土を愛する心』という普遍的な価値観
の育成と、次世代を生き抜くためのデジタルの力を融合させ、
児童・生徒一人ひとりが主役となる教育活動に専念していき
たい」とあいさつしました。終了後は、薩摩鶏心会から、本
市の特産物である鶏卵と鶏肉の炭火焼きが贈呈され、参加し
た教職員は笑顔で決意を新たにし、会場を後にしました。

88歳高齢者叙勲　瑞宝双光章受章
～二反田　慶二さん（川辺地域）～

88歳高齢者叙勲　旭日単光章受章
～大久保　久通さん（川辺地域）～

転入教職員服務宣誓式
～薩摩鶏心会、特産品でおもてなし～

４月から就農を開始しました！

災害用備蓄品を寄贈　
～有限会社永照電気より～

修学旅行受け入れ　香川県坂出中学校

　４月22日、川辺地域在住の元校長・二反田慶二さんが瑞宝双
光章を受章し、内閣総理大臣から授与され、教育長が伝達しまし
た。この叙勲は、長年にわたる教育への功績が特に顕著であった
方に対し、満88歳にあわせて政府の閣議で決定されるものです。
二反田さんは、昭和36年から平成10年３月に知覧町立松山小学
校長を定年退職されるまでの間、地域に貢献する人をはじめ、多
くの人材を育成し、学校教育の発展のため尽力されました。

　４月28日、川辺地域在住の大久保久通さんが旭日単光章を
内閣総理大臣から授与され、市役所で市長が伝達しました。
大久保さんは、昭和55年８月から平成８年８月までの４期16年
の長きにわたり議会活動にまい進されました。この間、川辺町
議会産業建設常任委員会委員長、同議会総務常任委員会委員
長などの要職を歴任し、さまざまな行政課題の解決などに尽力
され、住民福祉の向上や地域の活性化に大きく貢献されました。

　南九州市ツーリズム協議会は4月11日から1泊2日で、36
人の修学旅行生を受け入れました。たけのこ堀りやさつまい
もの植え付け体験、茶畑見学など、この時期ならではの本市
の農業体験を行い、生徒たちは初めての体験に大喜びでした。
郷土料理や郷土菓子を一緒に作るなど地域の方々と交流し、
満足度の高い民泊となりました。
　森薗会長は「一人でも多く方に本市での体験を楽しんでも
らうため、受入家庭を増やしていきたい」と語りました。

　頴娃地域別府地区にお住まいの宮内憲吾さんは、３月31
日に市頴娃農業開発研修センターでの２年間にわたる研修を
修了し、４月から新たに就農の道を歩み始めました。現在、
宮内さんは10アールのハウスでオクラの栽培に取り組んで
います。宮内さんは、「良いオクラをたくさん出荷し、早く
立派な農業者として成長したい」と意気込みを語ってくれま
した。また、今後は栽培面積の拡大や、他の品目の栽培にも
挑戦していきたいと話しています。

　４月21日、有限会社永照電気から災害用備蓄品として防
災テント（100張）を寄贈いただきました。
　代表取締役の河野洋一郎さんは、避難所生活においてプラ
イバシーが守られ、少しでも安心して過ごせるようにとの思
いから、今回の寄贈へ至ったと話されました。
　寄贈いただいた防災テントは、本市の災害用備蓄品として
大規模災害時に速やかに使用できるよう、備蓄倉庫に保管し
ます。

8広報 　令和 8 年 5 月号



第72回　知覧特攻基地戦没者慰霊祭

第38回新茶・大野岳マラソンinえい

　４月29日、頴娃運動公園を発着点に「新茶・大野岳マラソンinえい」が開
催されました。38回目となる今回は、市内外の小学生から84歳までの1012人
がエントリーし、大野岳の山頂までを往復するフル登山コース（18㎞）、さわ
やかコース（５㎞）、らくらくコース（３㎞）の３コースで健脚を競いました。
　沿道からは温かい声援が送られ、会場は笑顔と活気に包まれました。
　また、会場では特産品の販売やキッチンカーの出店もあり、大
会を盛り上げました。
※大会結果については、市ホームページをご覧ください。

　5月3日、知覧特攻平和観音堂にて知覧特攻基地戦没者慰霊祭が開催されま
した。事前に参列の申し込みがあったご遺族149人を含む700人以上の関係者
が参列し、沖縄戦で戦死した陸軍の特攻隊員1036人の冥福と恒久平和を祈り
ました。
　遺族代表として、昭和20年5月24日に熊本県健軍飛行場から出撃し、戦死
した久野正信中佐の長男、久野正憲さんが父の思い出などを披露し、「81年前
に戦争は終わったかのように見えましたが、世界ではいまだに砲火は収まら
ず、思い返せば何のために多くの命が犠牲になったのか。悲惨で苦難の過去
を二度と繰り返さないためにも、いがみ合うことのない真の平和とは何かを
問い続けながら、平穏な世界を作りたいものです」と慰霊の言葉を捧げました。
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　毎年５月12日から18日は、民生委員が地域の中でさまざまな
活動に取り組む「民生委員・児童委員の日　活動強化週間」となっ
ています。民生委員・児童委員は、日頃から地域を見守り、地域
住民の立場に立って相談に応じる「地域の身近な相談相手」です。
厚生労働大臣が委嘱する非常勤の公務員で、南九州市では123人
の民生委員・児童委員が各地域で活動しています。地域の一員と
して、高齢者や障がいのある方の見守り、子どもたちへの声かけ
などを行い、社会福祉の推進に努めています。この強化週間にお
いても、登校中の児童のあいさつや見守り活動など、さまざまな
取り組みを積極的に行っています。

ゴールデンウィーク・母の日 花フェア 開催

「夢の懸け橋講演会」および
「３中フェスティバル」開催

新茶贈呈式

第10回全九州高等学校総合文化祭鹿児島大会出場

民生委員・児童委員の日　
～地域の身近な相談相手として活動しています～

「ちらん武家屋敷　藤まつり」開催

　4月26日、ちらん武家屋敷藤まつり実行委員会が主催する
同まつりが開催されました。
　いちごや焼芋、南九州市商工会女性部の団子、南九州市観
光協会の新茶のふるまい、カブトムシの幼虫や花の種の配布
など、たくさんの「おもてなし」がありました。
　今年は、薩摩甲冑隊と南九州市観光ガイドによる「武者行
列」が初めて行われ、来場者と一緒に写真撮影をしたり、女
性に着物を着付けたりするなど、華やかなイベントとなり、
多くの来場者が大変喜んでいました。

 　6月19日から21日までの3日間、鹿児島市内で開催される同
大会の書道部門に、川辺高校の2年生楠元みゆさん、薩南工業
高校の2年生西川蓮渚さんが鹿児島県代表として出場すること
が決まり、市長を表敬訪問しました。
　2人とも川辺町出身です。「高校は異なりますが、一緒に九州
大会に出場することができて、大変嬉しく思います。まずは席
上揮毫大会で自分の力を発揮し、さらなるレベルアップにつな
げていきたい」と抱負を語りました。

　南九州市花き振興会は、花の魅力を広める取り組みとして、5
月１日から7日まで道の駅川辺やすらぎの郷で、市内産のカー
ネーションを使ったフラワーアレンジメントを展示しました。ま
た、5月8日からは「母の日」を前に、カーネーションの販売も
行いました。生産者の方が丹精込めて育てた色鮮やかなカー
ネーションは、毎年多くの来場者に感動を与えています。市民の
皆さんもぜひ、日常生活に花を取り入れて、癒しのひとときをお
過ごしください。

　５月１日、「夢の懸け橋講演会」、「３中フェスティバル」が開催
され、市内の３つの中学校の全生徒710人がmarukawaホールに集
いました。講演会では、MBCタレント野口たくおさんの講話があり、

「鹿児島弁クイズ」や「笑うことの大切さ」をテーマに、笑って前
向きに生きていくことの大切さを話されました。また、３中フェス
ティバルでは、学校ごとに学校・地域の特色を紹介したり、1年生
にエールを送ったりして、新１年生に中学校生活の楽しさを伝えて
いました。最後は、3校吹奏楽部の演奏をバックに「手のひらを太
陽に」の全員合唱を行い、会場全体に一体感が生まれていました。

　 ４月30日に南九州市新茶贈呈式が指宿シーサイドホテル
で開催されました 。国内屈指の茶ブランド「知覧茶」と国
内屈指の観光地「指宿市」が連携し、観光と茶業の振興を図
るために例年開催しているものです。記念すべき20回目と
なる今回も、指宿温泉旅館事業協同組合理事長をはじめ多く
の関係者が参加し、知覧茶の新茶が贈呈されました。多くの
観光客に知覧茶の美味しさを味わっていただきます。
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「出会い応援事業」
素敵な取り組みを募集します！
　市では、「良い出会いがない」といった悩
みをお持ちの独身の方を対象としたイベン
トの企画・運営を応援する「出会い応援事業」
を募集しています。
　複数の企業や民間の非営利団体（青年団
や女性連など）が「出会いの場」を提供す
る事業のうち、採用されたものについては
補助金を交付します。ぜひご応募ください。
対 象 要 件　募集定員 20 人以上のイベント

やパーティーなど
補助金の額
・民間の非営利団体・・最大 10 万円
・複数の企業など・・・最大５万円
※詳細は、市ホームページをご確認ください。

［問］知  企画課 移住定住促進係

南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

新
年
度
会
員
募
集
中
！

「
い
つ
で
も 

ど
こ
で
も 

だ
れ
で
も

気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
！
」

　
『
南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
』
は
い
つ
で
も
参
加

で
き
る
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
お

手
伝
い
し
ま
す
。

申
込
期
間　

年
間
を
通
し
て
受
け
付
け
て

い
ま
す

年
会
費　
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
を
含
む
）　　

・
18
歳
以
下　

３
０
０
０
円

・
19
歳
以
上　

４
０
０
０
円

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
員　

８
０
０
０
円

申
込
方
法　

所
定
の
入
会
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
事
務
局
ま
た
は
諏
訪

運
動
公
園
管
理
事
務
所
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
本
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
南
九
州
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
南
九
州
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
南
九
州
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
０
９
９
３－

56－

１
１
１
１

　
（
内
線
４
９
４
３
）

令
和
８
年
度
南
九
州
市
高
校
生

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
し
ま
せ
ん
か
？

　

南
九
州
市
高
校
生
ク
ラ
ブ
は
、
市
内
の

イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど
を
中
心
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
す
。
地
域
に
貢
献

し
、
他
校
の
高
校
生
と
交
流
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

初
め
て
の
方
も
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

募
集
対
象　

南
九
州
市
内
在
住
の
高
校

生
、
ま
た
は
南
九
州
市
内
の
高
校
に
通

う
高
校
生

募
集
期
間　

５
月
31
日
（
日
）
ま
で

※
期
間
終
了
後
も
、途
中
加
入
が
可
能
で
す
。

活
動
内
容

・
高
校
生
ふ
る
さ
と
大
会
の
企
画
・
開
催

・
市
内
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

・
各
種
研
修
会
へ
の
参
加
な
ど

申
込
み
方
法

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
電
子

申
請
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込

み
［
問
］
南
九
州
市
高
校
生
ク
ラ
ブ

育
成
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
南
九
州
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
内
）

出
会
い
応
援
イ
ベ
ン
ト

「
結
の
つ
ど
い
IN
南
九
州
市
」

参
加
者
募
集
！

期
日　

６
月
21
日
（
日
）

開
催
場
所　

知
覧
文
化
会
館

応
募
資
格　

成
年
独
身
で
40
歳
以
下
の
方

募
集
人
員　

男
女
各
15
人
（
計
30
人
）

参
加
費　

１
０
０
０
円

申
込
期
限　

５
月
31
日
（
日
）

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
、抽
選
）

　

詳
細
は
、
下
の
コ
ー
ド
か
ら

［
問
］ 

南
九
州
市
地
域
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
事
務
局

　
（
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
内
）

EV スタンド（電気自動車用急速充電器）を
新たに２基設置しました！

　電気自動車の普及に向けたインフラ整備として、重点対策加速化事業（再エ
ネ交付金）を活用し、EV スタンドを頴娃庁舎、川辺庁舎に新たに設置しました。
利用料金  10 分まで 200 円、１分毎に 20 円加算（税抜き）
利用時間  24 時間利用可能（上限 30 分 / 回）
※メンテナンス作業などにより利用できない場合もあります。
EV スタンド設置場所  

頴娃庁舎駐車場　１基（新設）　武家屋敷駐車場 １基
川辺庁舎駐車場　１基（新設）　知覧平和公園駐車場 １基

［問］川  市民生活課 環境保全係　
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国
民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん
、

今
年
も
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す
！

　

ご
提
出
い
た
だ
い
た
健
診
希
望
調
査
を

も
と
に
受
診
券
を
お
送
り
し
ま
す
。
特
定

健
診
に
は
医
療
機
関
で
の
個
別
健
診
と
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団
健
診
が
あ
り
ま

す
。
約
１
万
円
か
か
る
健
診
を
８
０
０
円

も
し
く
は
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
お
得
で
す
。

　

な
お
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
情
報
提

供
を
希
望
さ
れ
た
方
に
は
、
情
報
提
供
票

を
送
付
し
ま
す
。

※
特
定
健
診
受
診
ま
た
は
情
報
提
供
さ
れ

る
方
は
、
人
間
ド
ッ
ク
等
補
助
金
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

費
用

○
40
歳
に
な
ら
れ
る
方
（
昭
和
61
年
４
月
１

日
～
昭
和
62
年
３
月
31
日
生
）
…
無
料

○
30
歳
か
ら
39
歳
・
41
歳
か
ら
74
歳
ま
で

の
方
…
８
０
０
円

【
個
別
健
診
】

場
所 

市
内
の
協
力
医
療
機
関
（
事
前
に

予
約
し
た
上
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。）

期
間 

6
月
～
8
月
の
う
ち
1
カ
月

※
詳
し
く
は
受
診
券
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
集
団
健
診
】・【
30
歳
代
健
診
】

場
所 

各
保
健
セ
ン
タ
ー

期
間

○
川
辺
地
域 

７
月
14
日（
火
）～
７
月
17
日（
金
）

○
頴
娃
地
域 

７
月
21
日（
火
）～
７
月
24
日（
金
）

○
知
覧
地
域 

７
月
25
日（
土
）～
７
月
28
日（
火
）

※
30
歳
代
の
国
保
加
入
の
方
全
員
に
、
集

団
健
診
を
ご
案
内
し
ま
す
。

※
40
歳
以
上
で
集
団
健
診
を
受
け
る
方
は
、

が
ん
検
診
や
腹
部
超
音
波
検
診
な
ど
も

同
日
に
受
診
で
き
ま
す
。（
別
途
費
用
が

必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

［
問
］ 

川 

市
民
生
活
課 

保
険
係

知 

保
健
セ
ン
タ
ー
内 

健
康
推
進
係

６
月
１
日
か
ら
６
月
７
日
は

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
」で
す
。

　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
）
の
感
染
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
の
総
称
で
す
。 

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、
10
年
ほ
ど

の
歳
月
を
か
け
て
体
の
免
疫
シ
ス
テ
ム

が
破
壊
さ
れ
、
健
康
な
と
き
に
は
か
か
ら

な
い
よ
う
な
感
染
症
な
ど
を
発
症
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、 

Ｈ
Ｉ
Ｖ

を
完
全
に
取
り
除
く
治
療
法
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
感
染
を
早
い
時
期
に
見
つ
け
、
適

切
な
健
康
管
理
や
治
療
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
エ
イ
ズ
の
発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、早
期
発
見
が
重
要
で
す
。 

　

感
染
初
期
は
症
状
が
ほ
と
ん
ど
出
な
い

た
め
、
感
染
の
有
無
を
知
る
に
は
検
査
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
感
染
の
可
能

性
の
あ
る
日
か
ら
３
カ
月
以
上
経
っ
て
い

れ
ば
、
確
実
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
す
。 

　

加
世
田
保
健
所
で
は
、
こ
の
普
及
週
間

に
合
わ
せ
て
平
日
夜
間
検
査
を
実
施
し
ま

す
。 

日
時 

６
月
３
日
（
水
）
午
後
５
時
15
分
～

午
後
７
時

場
所 

加
世
田
保
健
所
（
南
さ
つ
ま
市
加

世
田
村
原
２
丁
目
１－

１
） 

☎ 

０
９
９
３－

53－

２
３
１
５
（
平
日

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
） 

内
容 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
迅
速
検
査
お
よ
び
相
談 

　

検
査
は
無
料・匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
。 

＊
検
査
希
望
の
方
は
前
日
ま
で
に
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111
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訓
練
生
募
集 

障
害
者
公
共
職
業

訓
練
「
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科
（
南

さ
つ
ま
）」

内
容 
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
訓
練
、
就

労
に
向
け
た
必
要
な
知
識
や
基
礎
的
技

法
の
習
得
な
ど

対
象 

障
害
を
お
持
ち
で
、
早
期
の
就
職

や
再
就
職
を
目
指
す
方

期
間 

９
月
２
日
（
水
）
～
11
月
27
日
（
金
）

場
所 

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

ふ
う

（
南
さ
つ
ま
市
加
世
田
高
橋
）

受
講
料 

無
料（
別
途
、教
材
費
５
０
０
０
円

程
度
必
要
）

［問］ 知  商工観光課 商工労働係

過疎法による
固定資産税の

課税免除

・製造業
・旅館業
　（下宿営業を除く）
・農林水産物等販

売業
・情報サービス業

など

※要件

・設備の導入により労働生産性が年平均３％以上向上することが見込まれること

・年平均の投資利益率が５％以上となることが見込まれること

→いずれも認定経営革新等支援機関による確認書が必要

・工場用の建物および
その付属設備

・上記の建物に係る土
地（取得後１年以内
に建物の建築に着手
した場合）

・償却資産（機械および
装置のうち、直接事
業の用に供するもの）

製造業・旅館業
（取得価額）
・資本金等 5,000 万円以下：500 万円以上
・資本金等 5,000 万円～：1,000 万円以上※

・資本金等 1 億円超～：2,000 万円以上※

農林水産物等販売業・情報サービス業
・資本金等 5,000 万円以下：500 万円以上
・資本金等 5,000 万円～：500 万円以上※

※新設、増設のみ

1.5％以上の
賃上げ表明の

場合
↓

1/2 に軽減
（3 年間）

３％以上の
賃上げ表明の

場合
↓

1/4 に軽減
（5 年間）

固定資産税
課税免除

（３年間）

制度名 対象業種 対象となる資産 取得金額 減免措置

　南九州市では、事業用に取得した資産については固定資産税が優遇されます。
　取得後の申請はできませんのでご注意ください。詳しくは、設備などの引き渡し前までに商工観光課商工労働係
へご連絡ください。

先端設備等導
入計画による
課税軽減措置

中小企業者
小規模事業者等

・機械装置
・測定工具および検査工具
・器具備品
・建物附属設備
※償却資産として課税さ

れるものに限る
※中古資産でないこと

最低取得価額（1 台 1 基の取得価額）
・機械装置� 160 万円以上
・測定工具及および検査工具� 30 万円以上
・器具備品� 30 万円以上
・建物付属設備� 60 万円以上

令和８年度介護保険料のお知らせ

令和８年度介護保険料における
基準額の引き上げについて

　介護保険料の所得段階の判定において、第１段階と第
２段階、第４段階と第５段階の基準額については、老齢
基礎年金の支給額相当の金額を踏まえて以下の内容に変
更されます。
●令和７年度の年金額改定により、基準額が昨年度の

80 万 9,000 円から 82 万 6,500 円に引き上げ

令和８年度介護保険料の特例措置について
　令和７年度税制改正で給与所得控除が見直されたこと
に伴い、令和８年度の介護保険料は、税制改正の影響で
保険料段階が変わらないよう特例的な算定をします。あ
わせて、前年度住民税非課税の方が、非課税の範囲内で
就労収入を増やした場合は、令和８年度に限り、特例減
免を適用し保険料算定を行います。

※詳しくは市のホームページをご覧ください。

［問］ 頴  税務課 市民税係

申
し
込
み 

７
月
27
日
ま
で
（
最
寄
り
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
）

問
い
合
わ
せ
先　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校

　

☎
０
９
９
６

−

44

−

２
２
０
６　

［
問
］ 

川 

福
祉
健
康
課 

障
害
福
祉
係
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令和８年度より国民健康保険税および後期高齢者医療保険料に
子ども・子育て支援金分が加算されます

　令和 8 年度から始まる「子ども・子育て支援金制度」は、全世代や企業の皆さまから支援金を拠出いただき、そ
れによる子育て世帯に対する給付の拡充を通じて、子どもや子育て世帯を社会全体で応援する仕組みです。

【国民健康保険税】
（１）令和 8 年度から国民健康保険税の既存の区分である「医療給付費分」「後期高齢者支援金分」「介護納付金分」　　

に加えて、新たに「子ども・子育て支援金分」を追加し、被保険者の皆さまにご負担をいただくことになります。

所得割率 0.29％率

所得割率
被保険者 1 人あたり率 1,300 円率

18 歳以上の被保険者 1 人あたりに加算 100 円率

平等割額（世帯） 800 円　　

賦課限度額 30,000 円率

（注）均等割額は、18 歳に達する日以降最初の 3 月 31 日までの加入者は全額軽減されます。

（２）「医療給付費分」賦課限度額の引き上げ

（３）そのほか、軽減判定所得に係る改正もありますので、税率などの詳細については、市ホームぺージでご確認く
ださい。

【後期高齢者医療保険料】
　後期高齢者医療保険料は、被保険者の皆さまの医療費の動向などを踏まえて、2 年毎に保険料率などを見直してい
ます。「子ども・子育て支援金分」の追加を含め、令和 8 年度・令和 9 年度の保険料算定については、以下の表のと
おりとなります。

（注）令和９年度の「子ども・子育て支援金分」については、令和８年度に改定します。

※そのほか詳細については、市ホームページでご確認ください。

改正前 改正後

660,000 円 670,000 円

内訳
医療分 子ども・子育て支援金分

改定前
（R ６・７年度）

改定後
（R ８・９年度）

新設
（R ８年度）

均等割額 59,900 円 69,800 円 1,400 円

所得割率 11.72% 11.72% 0.25%

年間賦課限度額 800,000 円 850,000 円 21,000 円

［問］ 頴  税務課 市民税係

［問］ 頴  税務課 市民税係

　鹿児島県後期高齢者医療広域連合　☎ 099-206-1329

「子ども・子育て支援金分」の税率など

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111
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茶
園
整
理
に
伴
う
荒
廃
農
地
等

解
消
事
業
に
つ
い
て

　

市
で
は
茶
園
な
ど
の
抜
根
な
ど
を
行

い
、
他
作
物
（
野
菜
な
ど
）
の
栽
培
を
行

う
場
合
に
、
経
費
の
一
部
助
成
を
行
い
ま

す
。

補
助
対
象
要
件

①
茶
園
抜
根
後
は
、
５
年
以
上
農
地
と
し

て
の
利
用
（
野
菜
な
ど
の
作
付
け
）
が

必
要
で
す
。

②
交
付
決
定
後
の
取
り
組
み
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

対
象
経
費 

重
機
を
用
い
た
抜
根
、
整
地
作

業
な
ど
に
係
る
経
費
（
リ
ー
ス
料
、
委

託
料
な
ど
）

※
茶
園
の
抜
根
な
ど
に
関
し
て
は
南
九

州
市
農
業
公
社
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

補
助
率 

経
費
の
３
分
の
２
以
内
（
補
助
限

　畑に水が溜まった状態が続くとサツマイモ
基腐病やその他腐敗病の発生・まん延の原因と
なります。
　これからの長雨や台風に備え、水が溜まらな
いように排水対策（枕畝の部分除去、排水路の
清掃）を確実に実施してください。
　また、つるが繁茂する前に異常株が見受けら
れたときは、抜き取りを行い、農薬による防除
でまん延防止に努めましょう。

［問］ 頴  農業振興課 生産流通指導係

排水対策を実施している畑

排水対策を行い、さつまいもの収穫量増加を目指しましょう！

度
額
10
万
円
／
10
ア
ー
ル
）

申
請
期
限 

６
月
22
日
（
月
）

※
申
請
多
数
の
場
合
は
、
選
考
い
た
し
ま

す
。

［
問
］
頴 

農
業
振
興
課 

農
政
係

使
わ
な
く
な
っ
た
農
機
具
や
農

業
用
ハ
ウ
ス
を
、
次
の
世
代
に

継
承
し
ま
せ
ん
か
？

　

南
九
州
市
で
は
、
農
業
資
産
マ
ッ
チ
ン

グ
事
業
を
通
じ
て
、
使
わ
な
く
な
っ
た
農

機
具
や
農
業
用
ハ
ウ
ス
な
ど
の
農
業
資
産

を
、
必
要
と
し
て
い
る
農
業
者
に
引
き
継

ぐ
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る

方
は
、
お
気
軽
に
担
当
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

こ
の
事
業
で
引
き
継
げ
る
農
業
資
産

　

既
に
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
、
ま
た
は

使
用
さ
れ
な
く
な
る
見
込
み
の
畜
舎
、
農

業
用
ハ
ウ
ス
、
農
業
用
機
械
、
農
業
用
設

　ウミガメの産卵は、例年 5 月から 8 月にかけ
て確認されています。
　ウミガメは、上陸から産卵を始めるまでは非常
に警戒心が強く、光を照らしたり脅かしたりする
と産卵をせずに途中で海に戻ることがあります。
この期間中は、次の点に注意してください。
①暗くなった海岸で騒いだり、歩き回ったりしな

い。またライトの点灯やライターなどをむやみ
につけない。

②海岸にゴミ（空き缶、ビニールなど）を捨てな
い。

③上陸中や穴掘り中のカメに絶対に近づかない。
　触らない。

年度 上陸頭数 産卵頭数 卵の保護個数
Ｒ５ 0 頭 0 頭 0 個
Ｒ６ 13 頭 3 頭 161 個
Ｒ７ 13 頭 0 頭 0 個

ウミガメ保護監視実績

［問］ 川  市民生活課 環境保全係

備
な
ど
（
立
地
し
て
い
る
土
地
を
含
む
）。

資
産
継
承
の
対
象
に
な
る
方

　

市
内
で
農
業
を
営
む
こ
と
を
目
的
に
、

農
機
具
な
ど
の
利
活
用
を
希
望
す
る
方
。

※
事
業
の
詳
細
や
注
意
事
項
、
農
業
資

産
の
登
録
・
利
用
申
込
に
必

要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

［
問
］
頴 

農
業
振
興
課 

生
産
流
通
指
導
係

［問］ 知  都市政策課 公園管理係

新しい公園が出来ました
　川辺町田部田に新しく「新町
公園」が出来ました。
　トイレや東屋、遊具などがあ
ります。ぜひご利用ください。
・駐車場：11 台
・トイレ：男女、多目的
・遊　具：あり
・休憩所：東屋、ベンチ

川辺中学校

川辺高校

県道阿多川辺線

新町公園
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NEW
若者の地元就職を手厚くサポートします！

　南九州市では、地元出身者や市内の高等学校を卒業した若者に、地元で働くことを選択していただけるよう、
奨励金制度を設けています。
　以下の条件に該当される方は、対象期間に申請をしてくださいますようお願いします。

申請受付期間  新たに採用されてから６カ月経過後３カ月以内

奨励金の額  20 万円

奨励金を受け取るための３つの条件
⑴新規学卒者（卒業して１年未満の方）
⑵地元出身者（市内の高等学校を卒業した方、市内の小中学校に在学していた方）
⑶市内事業所（労働保険・社会保険適用事業所に限ります）へ常用雇用者として就職
※令和 10 年６月 30 日までに就職された方

※条件を満たすための詳細な情報については、市ホームページをご確認ください。

ひきこもりに関する相談窓口のご案内

　［問］川  福祉健康課 社会福祉係

　「ひきこもり」とは、さまざまな原因から仕事や学校などに行かず、かつ家族以外の人との交流をほとんど
せずに、６カ月以上続けて自宅にひきこもっている状態をいいます。
　ひとりで抱え込まずに、まずはご相談ください。

精神的な病気などによるひきこもりに
ついて相談したい（おおむね 64 歳以下）

精神的な病気などによるひきこもりに
ついて相談したい（おおむね 65 歳以上）

子どものひきこもりについて相談した
い（おおむね 18 歳以下）

障害のある方のひきこもりについて相
談したい

ひきこもりにより、経済的に困ってい
ることについて相談したい

上記以外のひきこもりのことについて
相談したい

福祉健康課　健康推進係
（知覧保健センター）

☎ 0993-58-7221

長寿介護課　介護予防支援係

0 ～ 18 歳の子どもに関する
悩みについて相談したい

南 九 州 市 こ ど も 相 談 セ ン
ター（南九州市教育委員会）

☎ 0993-83-1539

　県が設置している子ども・若
者（おおむね 30 歳代まで）の
さまざまな悩み事に対応するワ
ンストップ相談窓口です。
ひきこもりに関する相談は対象
年齢の制限は設けていません。

かごしま子ども・若者総
合相談センター（ひきこ
もり地域支援センター）

☎ 099-257-8230

こども未来課　こども家庭係

福祉健康課　障害福祉係

福祉健康課　生活支援係

福祉健康課　社会福祉係
☎ 0993-56-1111

薩南病院 ー 形成外科外来の開設と小児科外来の診療日拡充のお知らせ ー
　鹿児島県立薩南病院では、形成外科外来を開設するとともに、小児科外来の診療日の拡充することにしました。

【形成外科外来の開設】
診療日  月２回（第１・第３月曜日）
診療時間  午前 10 時～午後４時（事前予約制）
診療開始年月  令和８年６月

【小児科外来の診療日の拡充】
拡充する診療日  毎月第４水曜日 午後 1 時 30 分～午後 4 時
診療拡充開始年月  令和８年５月

［問］ 鹿児島県立薩南病院 ☎ 0993-53-5300

［問］ 知  企画課 移住定住促進係

頴…頴娃庁舎☎ 0993-36-1111　知…知覧庁舎☎ 0993-83-2511　川…川辺庁舎☎ 0993-56-1111
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　特設人権相談所は、家庭内（結婚、夫婦、親子、相続）
や隣近所のもめごとなど、日々の暮らしの中で起こる
さまざまな人権に関する問題について、人権擁護委員
が相談をお受けします。
　予約は不要で、相談は無料。秘密は固く守られます。

日時  ６月１日（月）午前 10 時～午後３時
場所  市民交流センターひまわり館

［問］ 鹿児島地方法務局 知覧支局  ☎ 0993-83-2208

特設人権相談所の
開設について

0993−83−2511 受付時間：
平日午前9時～午後5時

　性別に関わらず、どなたでも相談できます。
（秘密は固く守られます）

「家庭のことで悩んでいる」
「DV のことで」
「人間関係がうまくいかない」
「子育てに疲れてしまった」
「ジェンダー、性別のことで悩んでいる」

　匿名でのご相談もお受けします。まずはご相談く
ださい。

［問］ 知  まちづくり推進課 共生協働推進係

男女共同参画
電話相談

開設日時
木曜日 午後5時15分～午後7時	 ６月18日・７月16日
日曜日 午前8時30分～正午	 ６月14日・７月12日

開設場所
頴娃・知覧・川辺庁舎の市民係および市民生活係
※カードの受け取りに来られる方は、交付通知のハガ

キと必要書類をご持参ください。
※マイナンバーカードに関すること以外は、受け付け

られません。

夜間および日曜開庁で
マイナンバーカードの交付や
申請をサポートします！

［問］ 川  市民生活課 市民係　 頴  知  支所 市民生活係

　

市
民
の
中
か
ら
次
の
方
を
障
害
者
相
談
員
と
し
て
委
嘱
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者
相
談
員
（
敬
称
略
）

　

山
本　

時
子
＝
頴
娃
町
別
府�

☎
０
９
９
３－

28－

２
０
２
０

　

桑
代　

ひ
と
み
＝
知
覧
町
郡�

☎
０
９
９
３－

83－

４
４
０
１

　

前
薗　

義
秋
＝
川
辺
町
平
山�

☎
０
９
９
３－

56－

２
９
２
２

知
的
障
害
者
相
談
員
（
敬
称
略
）

　

新
平　

ひ
と
み
＝
頴
娃
町
別
府�

☎
０
９
９
３－

56－

１
１
１
１

　

福
田　

容
子
＝
知
覧
町
郡�

☎
０
９
９
３－

83－

２
８
４
４

　

大
谷　

順
子
＝
川
辺
町
両
添�

☎
０
９
９
３－

56－

０
９
６
９

［
問
］ 

川 

福
祉
健
康
課 

障
害
福
祉
係

〇すべて無料！（申請・写真撮影・交付）
※紛失などによる再交付を除く
〇申請は最短 5 分！

児童手当現況届について

　改正児童手当法等の施行により、毎年６月に提
出をお願いしていた現況届は、令和４年から一部
の方を除いて提出不要となっています。ただし、
公簿などで現況が確認できない方については現況
届の提出が必要となります。
　現況届の提出が必要な方には案内文を送付しま
すので、案内文が届きましたらこども未来課子育
て支援係（川辺）または各支所福祉係（頴娃・知覧）
で手続きをお願いします。児童手当についての詳
細は市ホームページからご覧ください。

［問］ 川  こども未来課 子育て支援係
　　 頴  知  支所 福祉係

事業主の皆さまへ
　令和 8 年度の労働保険年度更新期間は、6 月 1 日（月）
から 7 月 10 日（金）までです。
　期間内の申告・納付を行っていただきますよう、よ
ろしくお願い申し上げます。
　令和 8 年 4 月から雇用保険料率が変更されていま
す。「雇用保険料率変更」でネット検索してください。
　e-Gov の電子申請もご活用ください。

                               ［問］  鹿児島労働局労働保険徴収室 
☎ 099-223-8276

障
害
の
お
悩
み
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す

　

～
障
害
者
相
談
員
～
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第
26
回
　
地
域
の「
お
宝
」マ
ッ
プ
　
郡
地
区
・
手
蓑
地
区

市ホームページからでも
「地域のお宝マップ」
をご覧いただけます。

　郡地区は頴娃地域の南東部に位置し、指宿市開聞町と接しています。室町時代
に頴娃・指宿地域を支配した頴娃氏にまつわる頴娃城跡や大通寺跡、証恩寺跡な
どの史跡が豊富です。開聞岳を望む瀬平公園と、大野嶽神社（オートバイ神社）
や茶寿階段がある大野岳は、県内外から多くの観光客が訪れます。最近は「おんじょ
カフェ」が設置され、どろんこバレーや秋のコスモス畑などの取り組みが盛んです。

【看板設置場所】　郡地区公民館

　明治５年ごろから手蓑峠周辺でお茶の栽培が始まったことから、手蓑地区は「知
覧茶発祥の地」として知られています。江戸時代後半から明治初頭、赤崎休右衛
門が池之河内で水車動力を使った製鉄を行い「南薩の製鉄王」と呼ばれました。
地域のシンボルでもある白岳の中腹に「仏石」と呼ばれる巨大な岩があり、かく
れ念仏や修験者、狩猟などに関する伝説が残っています。

【看板設置場所】　手蓑地区公民館

［問］ 知  歴史文化財課 文化財係
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図書館だより

　日本国内に住んでいる 20 歳以上 60 歳未満の方は、国民年金への加入が法律で義務付けられています。
勤務先を退職（失業）されたときは、厚生年金から国民年金への変更の届出を行いましょう。なお、勤務先
を退職された方に扶養されていた配偶者も、国民年金への変更の届出が必要です。

※年金相談は完全予約制のため、事前に鹿児島南年金事
務所（☎ 099-251-3111）へ予約してください。その
際、基礎年金番号を尋ねられますので、年金手帳や年
金証書、基礎年金番号通知書などの番号がわかる書類
をお手元にご準備ください。

　※詳しくは日本年金機構ホームページを
　　ご覧ください。➡➡➡➡➡➡➡➡➡➡

〇６月11日（木）　枕崎市市民会館　第５会議室
〇６月18日（木）　ふれあいかせだ１階研修室１・２
〇６月25日（木）　ちらん夢郷館　専門技術研修室

※相談時間は　午前10時～午後3時

移動年金相談所

知覧図書館 ☎0993-83-4939　　頴娃図書館 ☎0993-27-3311　　　川辺図書室 ☎0993-58-3215

　詳しい情報は二次元コードを読み取って
ご確認いただくか、各館・室にお問い合わ
せください。

［問］ 川  市民生活課 市民係　頴  知  支所 市民生活係

著 /瀬尾まいこ 　出版社 / 水鈴社

　子どもとの日々のいとおしさや、身近な人の
大切さにそっと気づかせてくれる物語。春の光の
ようなやさしさが広がる一冊です。

 （松元真由子さん）

『ペンギンきょうだい　バスのたび』

お知らせ

【手続きに必要なもの】
○退職したことのわかる書類（資格喪失連絡票、離職票など）
○日本年金機構が送付した基礎年金番号がわかる書類（またはマイナンバーカード）

　スマートフォンとマイナンバーカードをお持ちの方は、電子申請をご利用いただけます。マイナポータルの「年金」
から「国民年金に加入する方・加入中の方の手続き」を選択し、マイナンバーカードを受け取るときに設定した４桁
のパスワードを利用して、手続きを進めてください。
　電子申請であれば、24 時間 365 日いつでも申請でき、処理状況や申請結果の確認もできますので、大変便利です。
　国民年金への変更手続きに加えて、免除申請なども受け付けていますので、ぜひご利用ください。

日 月 火 水 木 金 土

6/1 ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

6/1 ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

6/1 ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

　６月は蔵書点検のため、
表記のカレンダーの日程で
休館いたします。（赤色が休
館日です）ご不便をお掛け
しますが、ご理解のほどよ
ろしくお願いいたします。

〈知覧図書館〉

〈頴娃図書館〉 〈川辺図書室〉

６月の休館日・蔵書点検期間

『ありか』

作・絵 /工藤ノリコ 　出版社 / ブロンズ新社

　バスのボタンを「ピンポーン！」っておすとこ
ろがだいすきです。

（松元祐樹さん）

国民年金への変更手続きは、電子申請が便利でおすすめです！国民年金への変更手続きは、電子申請が便利でおすすめです！

※退職後に、会社員・公務員など厚生年金保険の被保険者である配偶者に扶養される方は、配偶者の勤務
先への届出が必要です。

＼わたしのおすすめ本紹介／

＼わたしのおすすめ本紹介／
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うぶごえ おくやみ
４月受付分（敬称略）

頴娃地域
出生児 保護者 自治会

上　村　希
き

心
と

寿志 木之元

知覧地域
出生児 保護者 自治会

塗　木　　怜
れい

徹平 打出口
西　野　桜

お

都
と

友裕 楠元

川辺地域
出生児 保護者 自治会

大　山　希
き

生
い

拓也 平山下
江　平　陽

はる

飛
ひ

裕磨 今村
武　田　美

み

羽
う

雅之 今村
朝　野　瑠

る

唯
い

哲平 古市
森　園　菜

な

乃
の

葉
は

幸児 古市
内　匠　悠

ゆ

琉
る

雄大 松崎
清　水　駿

しゅん

太
た

朗
ろう

晃太 川辺管内

４月受付分（敬称略）

頴娃地域
故　人 年齢 自治会

濵　﨑　キリエ 77 長崎

東垂水　實　敏 83 長崎

満　永　スエ子 88 佃

浮　田　アイ子 77 谷場

鶴　田　ムツ子 95 鶴田

大　迫　純　友 92 大川

山　神　逸　雄 83 蓮子

髙　田　ミ　リ 89 耳原

松　永　謙　志 71 松永

遠　藤　吉　春 68 青戸下

　西　　重　義 95 青戸下

知覧地域
故　人 年齢 自治会

川　原　最　 93 中郡町
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月 差し押さえ
実施件数

内　　　　　　　　　訳 捜索預貯金 給与 保険 不動産 その他
令和７年４月～
令和８年３月 369 330 16 1 ０ 22 ２

　市では、納期限内に納めている大多数の皆さんとの公平性を確保す
るため、滞納処分を強化し、滞納の解消に取り組んでいます。
◎�納税に関する相談　失業・病気などにより一度に納税することが困

難な方や収入がない方は、随時、納税相談を受け付けています。

市税の案内

［問］ 頴  税務課 収納対策係

ストップ！ 滞納 ➡ ０［ゼロ］
令和７年度滞納処分状況・・・差し押さえを実施した件数 （件）

　日曜・祝日にご家庭で緊急に水道の修繕を依頼したい
場合は、当番店を確認してご連絡ください。

市営住宅の入居者募集

日曜・祝日水道修繕当番店（６月）

　受け付けを、５月 25 日（月）
～６月５日（金）に行います。
※�詳しくは、市ホームページを

ご覧になるか、担当係へお問
い合わせください。

［問］ 知  都市政策課 市営住宅係

◆５月の税金は
　固定資産税1期、軽自動車税、固定資産税1期、軽自動車税です。

　便利な口座振替をご利用ください（口座振替５月25日・再振替６
月５日※事前に残高をご確認ください）。

［問］ 頴  税務課 市民税係　知  川  支所 税務係

川辺地域 知覧地域 頴娃地域

㈲平水道 牧添電器商会 ㈲安藤水道工業

（会社）57-2824
（自宅）57-2547 84-0751 36-2747

山　口　チ　ル 89 山仁田

加治佐　トキヱ 100 加治佐

山　口　ミ　チ 83 浮辺

塗　木　綾　子 92 塗木

豊　留　キヨ子 91 霜出

中渡瀬　キサミ 100 中渡瀬

道　上　ユ　リ 101 東塩屋

桑　代　裕　子 54 新町

川辺地域
故　人 年齢 自治会

村　上　賀　代 101 中央一

芝　原　喜代子 92 今村

中　礼　廣　武 86 今村

　前　トシヱ 99 佐々良上

下永田　タツ子 97 古市

市　薗　久　子 90 天神

原　田　ヒ　メ 97 下山田西

和　田　眞　實 95 上之口

萩　原　照　子 82 牧之田

亀　甲　ヒサ子 103 有木

君　野　ヨシ子 95 君野

　南　　清　行 93 田の頭

宇　多　俊　明 85 川原山

深　野　藤　夫 73 柳

内　匠　キ　エ 96 高田

上之門　昭　人 66 松崎

六反田　スミヱ 96 古殿
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お手数ですが
110 円切手を

お貼りください

※ 85 円切手でも
郵送可能な場合も

あります。

20 3 9798
POST CARD

フリガナ
◎ご氏名

年齢／　　　　　　　　歳
広報紙掲載の場合のお名前の表記

本名・匿名・イニシャル

ペンネーム（　　　　　　　　）

※記入がない場合、実名で記載させてもらいます。
◎ご住所　〒　　　－

電話（　　　　　）　　　　－

南九州市役所
企画課 行

南九州市の情報は、ホームページからでも
ご覧になれます。
ホームページ
https://www.city.minamikyushu.lg.jp/
またはモバイルサイト

スマートフォンやタブレットからも、
南九州市の情報をご覧いただけます。

みなさまからの
おたよりを
お寄せください。

File.168
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  【市指定史跡】立山のかくれがまを調査 !
※がま…鹿児島の方言で、山の斜面などに掘った横穴のこと。

　知覧町西元には、竹林の中に目立たないように掘った穴があり、
かつてそこでは、隠れて念仏を唱えることで、救いと信仰を守ろう
とした人々がいました。

　「南無阿弥陀仏」と唱えることを「念仏」といいます。信者たち
は禁止されているにも関わらず、隠れて念仏を唱えていたので「か
くれ念仏」と呼ばれています。

 　 歴史的背景　～ かくれ念仏と信教の自由令 ～

　鹿児島（薩摩藩）では、長らく一向宗（浄土真宗）の信仰が禁じられてい
ました。
　しかし明治9年（1876年）9月5日、鹿児島県で「信教の自由」が布達され、
約300年間続いた一向宗（浄土真宗）の弾圧が公式に解かれ、信仰の自由が
認められました。鹿児島独自の開教が認められた歴史的な節目であり、今
年は布達から150年です。

ここが入り口！

　竹に囲まれひっそり
とした印象があります。
　入り口はとても狭く、
大人1人がかがんでよう
やく入れるほどです。

　中に入ると少し広く掘られて
います。かくれがまに近づくと、
人感センサーで内部のライトが
点灯します。
　入口や内部は狭く、虫が多い
ので移動は慎重に・・・一番奥
には阿弥陀如来像が置けるよう
なくぼみが掘ってあります。



右の QR コードを読み取
り、広報紙を読んだ感想、
身近な話題など『おたよ
り』をお寄せください。

南九州市
ホームページからも

『おたより』受け付けます

〈令和 8 年 6 月 19 日消印有効〉
当選は発送をもって代えさせていただきます。

※プレゼント品を提供いただける方を募集します。企画課広報統計係　☎ 0993-83-2511 　※おたよりは広報統計係までお寄せください。

住　　所　南九州市知覧町西元 12600
電　　話　0993-85-3208
Instagram　hac2217

はちみつ西垂水養蜂園

　
　4 月号の入学式の表紙がとても可愛く、
季節を感じました。地域の情報がまとまっ
ていて、毎月読むのが楽しみです。
　これからも南九州市の魅力をたくさん
知りたいです。� （ペンネーム　はるさん）

　我が家の子も２年生になり、1 年生のお
手本になれるよう頑張っています。学校
の勉強も難しくなってきてるようですが、
楽しく学習しています。　　（くるんさん）

　毎年何かを始めたくなる 4 月、市民講
座を見てワクワクしています。今年は何
かやってみようかな。仕事もあるので夜の

講座が増えてほしいです。体重や体脂肪
が減ったら何かお得になるなど、ダイエッ
ト企画があれば嬉しいです。　　

（C.S さん）

　他県から引っ越してきて 2 カ月が経ち
ました。私自身も田舎生まれ・田舎育ち
ですが、南九州市はさらに自然豊かで空気
が綺麗で過ごしやすく感じます。大好き
な春、雨模様が続いていますが毎日新し
い発見がありとても楽しいところですね。
嫁ぎに来てよかったです。

（ペンネーム　きぬごしさん）

　おたよりをお寄せいただいた皆さん、ありが
とうございました。気になることや紹介してほ
しいことなど、皆さんの声をおたよりにお寄せ
ください。お待ちしています。
※�文章は添削させていただく場合があります。

ご了承ください。

編 集 後 記

　家族で移動養蜂をしており、国産純粋にこだわったはちみつを販売して
おります。ぜひお立ち寄りください。

※ソフトクリームは 10 種のはちみつをかけ放題。旅するはちみつは、3 種

の中から 1 本お選びいただけます。

はちみつ西垂水養蜂園さんより

『ソフトクリームと旅するはちみつ1本
　　　　　　　　　　　　引き換えチケット』

おたよりをくださった方の中から、5 人の方にプレゼント！
プレゼント&おたよりコーナー

◆�広報紙を読んだ感想、取り上げてほしい記事、最近笑ったこと、身近な話題などお書き
ください。（広報紙で紹介させていただく場合がありますので、ご了承ください）

　◆読者アンケート
　５月号の広報紙の中で、気に入ったものの番号３つに○印をつけてください。
　１　市長の部屋　　　　　２　知覧茶の収穫　　　３　文化財と防災　　　　４　まちの話題　　
　５　行政情報　　　　　　６　地域のお宝探訪　　７　図書館だより　　　　８　年金だより　　
　９　うぶ声・おくやみ　　10　街かど探偵　　　　11 プレゼント・おたより　　　
　12　くらしのカレンダー

　　110 円切手を貼ってポストから郵
送するか、市役所の各庁舎に設置して
ある『ご意見箱』へご投函ください。
※ 85 円切手でも郵送可能な場合があります。

　また、ご提言やアイデアなど皆さま
の声も『ご意見箱』にお寄せください。

点線に沿って切り取ってください。➡
（官製はがきでも可）

みなさまからの
おたよりを
お寄せください。

お た よ り

　６月１日を調査の期日とした、経済センサス
活動調査が実施されます。この調査は、国勢調
査と同じく５年ごとに実施される基幹統計調査
で、市内にある全ての事業所および企業の経済
活動の状態を調査します。調査結果は、行政や
民間における各種の意思決定などに利用される
重要な統計調査になります。５月中旬以降、調
査員が調査活動を行いますのでご理解・ご協力
をお願いいたします。　　　　　　　　　（坂）
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【広告に関するお問い合わせ】 知 企画課 広報統計係

祝迫　タタミふすま店重
頴娃町牧之内 3987-1　

　　畳替時、ダニの卵まで
殺菌乾燥処理できる店

タタミ・フスマ
障子・網戸張替

☎0993-36-2381

南九州市唯一

国家検定一級技能士が施工

2026

6,900
（セルフ・お食事付き・税込）（セルフ・お食事付き・税込）

有効期限2026年8月31日まで
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広
報 日 月 火 水 木 金 土
5/31 1 2 3 4 5 6

育児・健康相談（頴娃）
10:00～11：30
頴娃保健センター

母子手帳交付（川辺）
9：00～12：00
川辺保健センター

7 8 9 10 11 12 13
母子手帳交付（知覧）
9：00～12：00
知覧保健センター
こころの健康相談（要予約）
13:30～16:30
知覧保健センター

母子手帳交付（頴娃）
9：00～12：00
頴娃保健センター

行政相談
10:00～12:00
ひまわり館

育児・健康相談（川辺）
10：00～11：30
川辺保健センター

14 15 16 17 18 19 20
マイナンバーカード
交付・申請受付
8:30～12：00
各庁舎の市民係および
市民生活係

行政相談
9：00～12：00
知覧老人福祉センター

行政相談
10：00～12：00
上 別 府 地 区 公 民 館   
心配ごと相談
9：00～12：00

（川辺庁舎　別館１階）

母子手帳交付（川辺）
9：00～12：00
川辺保健センター
マイナンバーカード
交付・申請受付
17：15～19：00
各庁舎の市民係および
市民生活係

21 22 23 24 25 26 27
母子手帳交付（知覧）
9：00～12：00
知覧保健センター

母子手帳交付（頴娃）
9：00～12：00
頴娃保健センター

育児・健康相談（知覧）
10:00～11：30
知覧保健センター

28 29 30

子育て広場（参加自由）時間：10：00～12：00
■ プッチランド　6/2、9、16、23（知覧地区公民館）	
■ 子育て広場つみき　6/12（地域子育て支援センターつみき：頴娃）
　　　　　　　　　　 6/26（子育て利用者支援センターつみき：知覧）
■ 子育て広場みんなのお家　6/5（地域子育て交流館：川辺）

点線にそってはさみで切り取り、冷蔵庫やコルクボード
などに貼って空欄に書き込むなど活用してみましょう。６月　くらしのカレンダー

※�背景が黄色■の病院は所在地が市内にある医
療機関です。

※� 枕崎市立病院（0993-72-0303）小児診療
（10：00 ～ 17：00）6 月 1 日、8 日、15 日、
22 日、29 日　枕崎市医師会サイトでご確認く
ださい。

※� は指宿市、 は南さつま市、 は枕崎市にあ
る医療機関です。

※�休日当番医は変更になることがあります。県医
師会サイトでご確認ください。

QR コードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

6月 　 日 曜・祝 日 の 当 番 医 ☎市外局番（0993）

７
日 （
日
）

菊野病院 ［整形外科］56-1135
指 福元医院 ［内科］22-3053
南 はしぐちクリニック [ 内科］58-2222
南 持冨皮ふ科 ［皮膚科］52-1288
枕 小原病院 ［内・外科］72-2226
枕 立神リハビリテーション温泉病院［内・リハビリ科］72-7711

14
日 （
日
）

南薩ケアほすぴたる ［内科］56-1155
川平内科 ［内・循］38-0109
指 池田診療所 ［外・内科］26-2101
南 加世田病院 ［脳・外・内］53-6300
南 加世田シティ内匠眼科 ［眼科］53-2958
枕 　 サザン・リージョン病院［内・外科］72-1351
枕 　 園田病院 ［眼科］72-0165

21
日 （
日
）

川辺生協クリニック ［消・内・呼・循］56-6111
橋口皮膚科 ［皮膚科］56-0707
笹川医院 ［内・児・外・リハ］27-4122
指 南記念クリニック ［内科］23-3730
南 県立薩南病院 ［外科］53-5300
南 加藤小児科・内科 ［内・小児］52-2239
枕 茅野内科医院 ［内科］72-1006
枕 小原病院 ［外科］72-2226

28
日（
日
）

松岡救急クリニック ［内・外科］78-3789
南九州サザン・クリニック［内・消・循］83-1312
指 肥後胃腸科クリニック ［内科］35-2148
指 指宿脳神経外科 ［外科］27-1177
南 南さつま中央病院 ［内科］52-0202
南 友松内科クリニック ［内科］52-7331
枕 枕崎市立病院 ［内科］72-0303
枕 サザン・リージョン病院 ［外科］72-1351

県医師会休日当番医

イベント情報を市ホームペー
ジやSNSで紹介します。

詳しくは市ホーム
ページをご覧くださ
い。

南九州市LINE公式アカウント
ともだち登録募集中！

　登録はこちらから➡


